
４０チームが参加した雪像づくり
２月８日　２００３スノーフェスティバルin越路
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住民基本台帳人口（１月末日現在） 

町の人口 

前月比 

世　帯　数 
人　　　口 
　　　　男 
内　訳 
　　　　女 

�����

����

��
������

 主な内容
スノーフェスティバルin越路…………………２
町の生産調整目標面積決まる…………………４
ケーブルテレビ施設整備事業…………………４
市町村合併情報Vol.１６…………………………５
固定資産税、課税台帳の閲覧等………………６
国民健康保険からお知らせ……………………７
平成１５年度高齢者教室のご案内………………１２
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協賛企業 このイベントに各社から
多大なご協賛をいただきました（順不同）

岩塚製菓�飯 塚朝日酒造�朝　日
越後さんとう農業協同組合こしじ中央支店来迎寺ヨネックス�塚野山
石油資源開発㈱長岡鉱業所長岡市帝国石油�長岡市
植木・山�・小川特定共同企業体不動沢大石・永井・中越特定共同企業体不動沢
�魚　庄飯　塚�井口製材所不動沢
�彦三楼浦大原電業�長岡市
�杉本建設来迎寺長岡舗道�長岡市
㈱永井工業　浦　�中越興業長岡市
�コバックス岩　田シライ電設�飯　島
㈱ナガミネ長岡市鮨　友岩　田
�日本旅行長岡支店長岡市�内山車体不動沢
�田中組飯　塚どさん子新産店長岡市
ロングライフフォーム飯　塚小川興業�西　野
越路町管工事組合朝　日�山�組長岡市
大原技術�長岡市�ナガタイ長岡市
�宮川苑長岡市�植木組長岡市
�東谷農工東　谷東日本システム建設�長岡支店長岡市
�ヤマザキ総業来迎寺�大石組長岡市
�三友電工舎来迎寺�NS.コンピュータサービス長岡市
�小川サッシ小国町北陸キャタピラー三菱建機販売�長岡支店　浦　
�居藤電機長岡市�西栄建設　浦　
�金子建設　浦　クリーンシステム�来迎寺
�ワシヅ設計長岡市�農林菌類飯　塚
�白井組神　谷�中浦屋商店来迎寺
�堀井組飯　島�小林カメラ来迎寺
共同重機�越路クレーン中　沢�魚　豊来迎寺
�大丸サービス中　沢丸久商店岩　田
新水工業�長岡市�宮川建設神　谷
来迎寺中央町内会来迎寺酒の栄屋来迎寺
トウヨウ�長岡市永井歯科医院来迎寺
越後交通工業�長岡市大矢税理士事務所　浦　
�ベルダン長岡市旅ぷらざエンドウ来迎寺
�工業�長岡市エンドウ美容室来迎寺
�大原鉄工所長岡市�アドスタジオビッグ長岡市
越路町役場職員互助会　浦　�グリーン飯　塚

不動沢、岩田、中島の各区から「ミニかまくら・甘酒・さいの神」のご協力をいただきました。

銅賞銅賞�おじゃる丸”�おじゃる丸”
チーム大石組チーム大石組

会場入口に作られた会場入口に作られた
巨大なペンギンの雪像巨大なペンギンの雪像

お猿のステージショーお猿のステージショー

「河東Yosakoi蛍レディース」の皆さんによるソーラン踊り「河東Yosakoi蛍レディース」の皆さんによるソーラン踊り

「岩田笑遊会」の皆さんによるソーラン踊り「岩田笑遊会」の皆さんによるソーラン踊り

スノーモービル試乗体験スノーモービル試乗体験

ころころパクパク雪上レースころころパクパク雪上レース

１日中子どもたちの歓声が響いた雪山すべり台１日中子どもたちの歓声が響いた雪山すべり台

����������	
����������������������		

����
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　越路の冬を盛り上げる雪祭り「スノーフェスティバル　in　越路」が
２月８日、不動沢の成出農村運動公園を会場に開催されました。
祭りの中心となる雪像づくりコンテストには、町内外から４０チームが
参加、高さ３メートルの雪柱を相手に脚立を使いスコップなどで形
を整え、工夫を凝らした作品づくりに挑戦しました。
　会場の中央に造られた高さ８メートルの雪山すべり台では、子ど
もたちがそりやタイヤチューブを使って遊び、終日歓声が絶えませ
んでした。訪れた人は、完成した雪像の見事な出来栄えを楽しみ、
つきたてのきなこ餅や甘酒のサービスに体を温めていました。その
他抽選会、スノーモービル体験試乗、ころころパクパク雪上レースな
どのイベントも多くの人でにぎわっていました。
　午後から行われたステージショーでは、「お猿のショー」や「河東
Yosakoi蛍レディース」と「岩田笑遊会」の２チームが元気いっぱい
にソーラン踊りを披露、会場を沸かせていました。また、雪像づくりの
表彰が行われ、入賞チームに賞状と記念品が渡されました。
　２００３年のスノーフェスティバル　in　越路は、「さいの神」の燃え上
がる炎と、続いて打ち揚げられた冬の夜空を彩る花火で幕を閉じま
した。

雪像コンテスト参加チーム
チーム名雪像のタイトルNo賞

四遊会タマちゃん１
朝日酒造�朝友会まねき猫２
朝日酒造�雪像隊トトロ３
不動沢リトルチャレンジャー’０３ひつじ４
越路町役場互助会貴乃花５特別賞
飯塚子供会ピカチュウ６
西谷中年会（Ａ）おだいり様７
西谷中年会（Ｂ）おひな様８
五月会ひつじ９特別賞
西野青年会プーさん１０
袴沢ワールド２００３年４月７日　アトム１１敢闘賞
十楽寺こども会ゴジラニューヨークに上陸１２銅賞
自然大好きチーム自然を守ろう�１３
東谷公民館おもいでのシンガポール１４
釜ヶ島有志会ひつじ１５
菅沼神楽会天狗１６敢闘賞
神谷無事カエル１７
青年懇談会√５１８
帝国石油夢を掘る櫓１９
愛をお届けする郵便局４月１日から日本郵政公社２０
永和グルミット２１
石油資源開発チョッパー２２敢闘賞
新潟からやってきましたチームどすこい２３特別賞
こしじの里ツン、あそこに見えるのがこしじの里でごわす２４敢闘賞
みのわの里更生園Ｐちゃん（ポンキッキ－ズ２１）２５
来迎寺元町公民分館Ａアラジンと魔法のランプ２６銀賞
来迎寺元町公民分館Ｂ一休さん２７金賞
岩塚製菓�渋海川のシブちゃん温泉に現わる２８
小坂キッズえんでば２９特別賞
JA越後さんとうドンガバチョ３０
JA越後さんとうおなじみのお魚３１
ヨネックスＡペコちゃん３２敢闘賞
ヨネックスＢポコちゃん３３敢闘賞
小川興業㈱平成ぽんぽこ３４銀賞
�西栄建設くまのプーさん３５銅賞
チーム大石組おじゃる丸３６銅賞
�植木組ゴマちゃん３７
植木組Jrワンピース３８
わき愛愛なかよしチーム渋海川のタマちゃん３９特別賞
山後家三代チーム羊のメリーさん４０特別賞

金賞金賞�一休さん”来迎寺元町公民分館Ｂ�一休さん”来迎寺元町公民分館Ｂ

銅賞銅賞�くまのプーさん”�くまのプーさん”
�西栄建設�西栄建設

銅賞銅賞��ゴジラニューヨークに上陸ゴジラニューヨークに上陸””
十楽寺こども会十楽寺こども会

銀賞銀賞�平成ぽんぽこ”�平成ぽんぽこ”
小川興業�小川興業�

銀賞銀賞��アラジンと魔法のランプアラジンと魔法のランプ””
来迎寺元町公民分館Ａ来迎寺元町公民分館Ａ

������������

次々に打ち上げられる花火が冬の夜空を彩る次々に打ち上げられる花火が冬の夜空を彩る
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みんなで考えよう市町村合併！
市町村合併情報　Vol.１６

　

第
二
回

　
　
　

任
意
合
併
協
議
会

る
調
整
案
の
作
成
方
法
等
に
つ
い

て
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
月
は
第
二
回
任
意
協
議
会
の

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
議
題
に
移
り
合
併
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項
の
協
議
順

や
新
市
将
来
構
想
等
の
策
定
方
法
、

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
に
関
す

　
「
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
」

の
第
二
回
会
合
が
二
月
十
三
日
、

長
岡
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
長
岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
三
件
の
報
告
事
項

の
後
、一
月
末
に
報
道
さ
れ
た「
四

十
万
人
都
市
構
想
」
に
つ
い
て
長

岡
市
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
小
千

谷
市
な
ど
近
隣
五
市
町
村
に
合
併

協
議
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
旨

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
事
項

〇
「
電
算
化
状
況
調
査
」
の
委
託

に
つ
い
て

　

八
市
町
村
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の

現
状
を
調
査
・
分
析
し
、
合
併
し

た
場
合
の
シ
ス
テ
ム
統
合
を
円
滑

に
行
う
た
め
の
業
務
で
、
委
託
業

者
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
長
岡
支
店
に
決
定
し

ま
し
た
。

主
な
議
題

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ

ン
バ
ー
募
集

　

新
市
将
来
構
想
策
定
に
あ
た
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し

ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
局
発
行
の

「
第
二
回
協
議
会
だ
よ
り
」を
ご
覧

下
さ
い
。

任
意
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は

h
ttp
://w
w
w
.

 
   
    
 
 
 

n
ag
aok
a-g
ap
p
ei.jp

　
　
 
  
   
   
  
 
     

会
議
録
は
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

役
場
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
任
意
協
議
会
の
会
議
録
が
閲

覧
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

終
報
告
を
行
え
る
よ
う
に
検
討
を

進
め
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
は
建

設
技
術
研
究
所
・
Ｕ
Ｆ
Ｊ
総
合
研

究
所
共
同
体
を
決
定
し
ま
し
た
。

〇
「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
」

に
関
す
る
調
整
案
の
作
成
方
法
に

つ
い
て

　

調
整
案
は
三
十
二
の
分
科
会
が

「
長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究
会
」

で
得
ら
れ
た
六
つ
の
基
本
原
則
、

三
つ
の
調
整
方
針
（
み
ん
な
で
考

え
よ
う
市
町
村
合
併
！
別
冊
特
集

号
の
十
二
頁
）
を
取
り
入
れ
な
が

ら
作
成
し
、
幹
事
会
を
経
て
協
議

会
に
提
出
、
協
議
さ
れ
ま
す
。

　

調
整
案
の
協
議
範
囲
は
任
意
協

議
会
の
期
間
等
を
考
慮
し
て
、
最

低
限
を
研
究
会
で
示
し
た
「
合
併

す
る
と
し
た
場
合
の
主
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
」
の
二
十
一
項
目
（
み

ん
な
で
考
え
よ
う
市
町
村
合
併
！

別
冊
特
集
号
の
十
三
頁
〜
一
八

頁
）
と
し
、
最
大
限
を
住
民
生
活

に
密
接
に
関
係
し
た
百
三
十
七
項

目
と
決
定
し
ま
し
た
。

〇
「
合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
」
の
内
容
説
明
及
び
協
議
順
に

つ
い
て

　

合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
十
九

項
目
の
内
容
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後

次
回
以
降
の
協
議
順
を
協
議
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
十
九
項
目
の
う
ち

合
併
の
方
式
（
新
設
合
併
か
、
編

入
合
併
か
）
や
合
併
の
期
日
な
ど
、

合
併
の
基
本
項
目
か
ら
順
に
協
議

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

〇
「
新
市
将
来
構
想
等
」
の
策
定

方
法
に
つ
い
て

　
「
新
市
将
来
構
想
」は
新
市
建
設

の
根
幹
と
な
る
非
常
に
重
要
な
も

の
で
す
。

　

し
か
し
、
任
意
協
議
会
の
限
ら

れ
た
期
間
の
な
か
で
策
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
協
議
会
に

「
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
、
有
識
者
・
企
業
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
住
民
参
画
の
手
法
を
取
り

入
れ
て
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
任
意
協
議
会
に
は
随
時

進
捗
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

四
月
に
中
間
報
告
、
七
月
に
は
最

ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

総
務
課
合
併
準
備
係

　
　
　
　

�
九
二
―
五
九
〇
一

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〇日時　３月１３日�
　　　　　午後６時３０分～
〇会場　長岡グランドホテル

※傍聴は先着順で５０名程度
　　　　　受付は午後６時～

次回の任意合併協議会は

な
る
ほ
ど

　

な
る
ほ
ど

〇出納監査２名の指名について
備　　考氏　　名職　　名
中之島町助役佐々木保男監 査 員
三島町助役米持　昭次監 査 員

〇幹事会の幹事長及び副幹事長について
備　　考氏　　名職　　名
長岡市助役二澤　和夫幹 事 長
越路町助役熊倉　幸男副幹事長
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れ
、
全
国
で
１
０
６
万　

（
か
い

ha

廃
分
を
控
除
し
た
目
標
面
積
で
１

０
２
万　

）
と
決
定
し
た
と
こ
ろ

ha

で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
越
路
町
に
対
し

て
も
、　

年
度
分
３
９
０
・
８
２

１４

　

、　

年
度
拡
大
分
３
０
・
１
８

ha

１５

　

、
計
４
２
１　

が
配
分
さ
れ
ま

ha

ha

し
た
。
こ
れ
を
受
け
１
月　

日
に

２８

開
催
さ
れ
た
町
農
家
組
合
長
・
水

田
利
用
合
理
化
推
進
協
議
会
合
同

会
議
に
お
い
て
農
家
に
対
す
る
配

分
は
２
９
・
９
％
と
決
定
し
た
と

　

国
で
は
、
昨
年
末
「
米
政
策
改

革
大
綱
」
を
決
定
し
、
売
れ
る
米

作
り
の
徹
底
と
水
田
を
活
用
し
た

大
豆
、
園
芸
作
物
等
の
本
作
化
を

通
じ
安
定
し
た
水
田
農
業
経
営
を

確
立
す
べ
く
平
成　

年
度
か
ら
大

１６

転
換
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
平
成　

年
産
米
の
需
給

１５

安
定
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」

を
取
り
ま
と
め
、
こ
の
中
で
平
成

　

年
度
の
生
産
調
整
規
模
に
つ
い

１５て
は
、
平
成　

年
度
の
生
産
調
整

１４

目
標
面
積
に
５
万　

が
上
乗
せ
さ

ha

平成１５年度生産調整目標面積の配分について

１５米穀年度
　　　１４年１０月末在庫量　　　　　　　　　　　　　　　２０１
　　　１４年産米生産量　　　　　　　　　　　　　　　　８６８
　　　供給量計（２０１＋８６８）　　　　　　　　　　　 　１，０６９
　　　需要量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８７３
　　　１５年１０月末在庫量（１，０６９－８７３）　　　　　　 　　１９６

１６米穀年度
　　　１５年産米生産量　　　　　　　　　　　　　　　　８５５
　　　供給量計（１９６＋８５５）　　　　　　　　　　　 　１，０５１
　　　需要量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８６０
　　　１６年１０月末在庫量（１，０５１－８６０）　　　　　　　　 １９１

今後の在庫見通し （単位：万トン）

米の作付面

積に関する

ガイドライン

米の生産数量
に関するガイ
ドライン（参考）
５,３２６.３４トン

１５年度拡大分

１４年度分

（出入作補正後）

水田台帳面積１,４０７.３６ha
－生産調整目標面積４２１.００ha
＝９８６.３６ha

３０.１８ha

３９０.８２ha

�

�

�
４２１.００ha

�
�
�
�
�
�
�

▲

▲

▼ ▼

水
田
台
帳
面
積

生
産
調
整

目
標
面
積

こ
ろ
で
す
。

　

生
産
調
整
に
対
す
る
限
界
感
が

非
常
に
強
い
中
で
、
目
標
面
積
拡

大
へ
の
取
組
は
、
極
め
て
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
米
穀
の
需

給
と
価
格
の
安
定
を
確
保
し
て
い

く
た
め
に
は
生
産
調
整
は
重
要
な

手
段
で
あ
り
ま
す
の
で
、
農
家
の

皆
様
よ
り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
目
標
面
積
達
成
に
向
け

た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

越路町の生産調整目標面積決まる！
（４２１.００ha　配分率２９.９％）

　

町
で
は
、
総
務
省
の
「
新
世
代

地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備

事
業
」
の
補
助
を
受
け
、
�
エ
ヌ
・

シ
ィ
・
テ
ィ
の
協
力
を
得
て
町
内

全
域
を
対
象
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

な
ぜ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
？

�
テ
レ
ビ
放
送
が
２
０
１
１
年
ま

で
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
と
今
の
方
法
で

は
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
難
視
聴
地
域

（
塚
山
・
岩
塚
地
区
）
で
共
同
ア
ン

テ
ナ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
も

設
備
の
変
更
が
必
要
で
す
。

※
現
在
、
使
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
で

見
る
に
は
、
高
性
能
の
ア
ン
テ
ナ

へ
の
取
替
え
、
テ
レ
ビ
毎
に
専
用

チ
ュ
ー
ナ
ー
の
取
付
け
及
び
チ
ャ

ン
ネ
ル
変
更
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

�
町
で
行
っ
て
い
る
情
報
無
線
施
設

の
老
朽
化
に
伴
い
、こ
れ
に
替
わ
る
情

報
連
絡
サ
ー
ビ
ス
（
テ
レ
ビ
文
字
放

送
な
ど
）の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

�
町
内
全
域
に
高
速
・
超
高
速
の

ケ
ー
ブ
ル
を
巡
ら
す
こ
と
に
よ
り
、

地
理
的
要
因
に
よ
る
情
報
格
差
解

消
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

平
成　

年
５
月
よ
り
、
順
次
各

１５

集
落
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
振
興
課
企

画
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
�　

―
５
９
０
２

９２

平
成　

年
度
中
に
町
内
全
域
に

１５

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
を
行
い
ま
す
。

ケーブルテレビに加入されると
・高画質・高品質の多チャンネ
ルを見ることができます。

・追加契約でインターネット（下
り８Ｍbps）がご利用できま
す。

テレビ�

インターネット�

光ファイバー�

同軸ケーブル�

各世帯�

エヌ・シィ・ティ 
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日
頃
か
ら
、
健
康
的
な
生
活
を

心
掛
け
、「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ

た
ら
早
め
に
受
診
し
、
早
期
治
療

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
春
に
基
本
健

診
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
病
気

の
早
期
発
見
に
は
定
期
的
に
健
康

診
断
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
れ
ら
も
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

◆
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
問
合

せ
は
町
民
課
国
保
年
金
係
へ

　

�　

―
５
９
０
５

９２

　

平
成　

年
度
に
お
け
る
被
保
険

１３

者
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
を
見
る

と
、
県
内
で
も
高
位
に
位
置
し
て

お
り
、
県
の
平
均
に
比
べ
年
間
で

約
６
万
円
も
高
い
状
況
で
す
。

　

中
で
も
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
性

疾
患
、
脳
梗
塞
の
医
療
費
の
比
率

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
疾
患
の
原
因
は
日
常
生
活
の
さ

ま
ざ
ま
な
部
分
に
潜
ん
で
い
る
た

め
、
生
活
習
慣
病
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

会
が
少
な
い
と
い
う
方
、
リ
ハ
ビ

リ
教
室
「
花
草
会
」
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
者

　

身
体
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
他

の
疾
病
で
体
が
不
自
由
な
方
で
介

護
保
険
を
申
請
し
て
い
な
い
方
、

も
し
く
は
介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
た
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
通

所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

方◆
日
時
　

４
月
〜　

月
の
月
２
回

１２

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

◆
内
容

　

軽
体
操
、
外
出
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等

◆
参
加
費

　

無
料
、
た
だ
し
、
お
菓
子

代
金
年
間
５
０
０
円
と
昼
食

代
金
の
み
自
己
負
担

◆
そ
の
他

　

バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み
期
限

　

３
月　

日
�

１４

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

�　

―
５
０
１
１

９２

　

障
害
を
持
っ
て
い
て
も
家
に
閉

じ
こ
も
る
こ
と
な
く
住
み
慣
れ
た

地
域
の
中
で
社
会
生
活
を
送
ろ
う

と
い
う
目
的
で
、
月
２
回
保
健
セ

ン
タ
ー
に
集
い
、
心
身
の
リ
ハ
ビ

リ
に
励
み
ま
せ
ん
か
。
平
成　

年
１４

度
は
、
越
路
町
町
内
巡
り
や
越
後

丘
陵
公
園
に
行
っ
た
り
、
陶
芸
を

行
っ
た
り
と
１
年
間
様
々
な
テ
ー

マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
脳
卒
中

後
遺
症
や
何
ら
か
の
疾
病
、
障
害

で
体
が
不
自
由
な
方
、
外
出
の
機

　

今
年
は
、
計
量
法
の
定
め
に
よ

り
２
年
に
１
回
実
施
さ
れ
る
計
量

器
の
定
期
検
査
の
年
で
す
。
正
し

い
計
量
が
行
わ
れ
る
た
め
に
、
取

引
上
又
は
証
明
上
に
使
用
さ
れ
る

計
量
器
の
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
次
の
日
程

で
検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
す

で
に
調
査
書
に
よ
り
申
し
込
み
を

さ
れ
た
方
は
、
必
ず
検
査
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
後
日
、

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。）

平
成　

年
度
リ
ハ
ビ
リ
教
室

１５

「
花
草
会
（
は
な
そ
う
か
い
）」
参
加
者
募
集

　

最
近
の
医
療
費
の
動
向
を
見
る
と
、
全
国
的
に
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
越
路
町
の
医
療
費
に
お
い
て
も
同
様
で
、
国

民
健
康
保
険
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

越後丘陵公園に行ってきました

■
問
合
せ

　

役
場
企
画
振
興
課

　

�　

―
５
９
０
２

９２
�
�
��
�
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

検査実施の
区　　　域検査会場受付時間実施期日

塚 山 地 区

塚山活性化セ
ンター（昔ば
なしとほたる
の館）　 　　

午前１０時～　
　　午前１１時

４月９日�

岩 塚 地 区越路町勤労者会館午後１時３０分
　～午後３時

石津地区　
中野島地区
来迎寺地区

越路町保健セ
ンター（車庫）

午前１０時～　
午前１１時３０分

４月１０日�
午後１時～　
　　午後３時

���������	
���
��������
����

●１人あたり受診率の推移

70
75

80
85

90
95

（単位：％）

越路町 75 80 85 90 85
県平均 73 72 75 77 75

H10.5 H11.5 H12.5 H13.5 H14.5

●１人あたり費用額の推移

300,000

350,000

400,000

450,000

越路町 406,943 416,198 421,979
県平均 374,731 355,267 363,211

１１年度 １２年度 １３年度

（単位：円）
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平成１５年度から、固定資産税に対する納税者の信頼を確保し固定資産税における情報開示を推進す

るため、縦覧制度の見直しや固定資産課税台帳の閲覧制度などの措置が講じられます。

固定資産税
～縦覧帳簿の縦覧と課税台帳の閲覧～

　納税者が他の土地や家屋の価格との比較を通じて、自己の土地や家屋に関する評価が適正かどうかを判断でき

るようにするため、これまでの固定資産課税台帳を見直し、縦覧用として新たに備え付けた土地及び家屋価格等

縦覧帳簿を、越路町内に土地または家屋を所有する納税者が縦覧することができる制度です。

　納税義務者が固定資産課税台帳のうち自己の資産について、記載された内容を確認することができる制度です。

新たに借地人・借家人に対しても固定資産の課税内容を明らかにするため、使用収益している物件について、固

定資産課税台帳の閲覧をすることができる制度に改正されました。

縦　覧　制　度　と　は

閲　覧　制　度　と　は

場　所期　間用意するもの対象者対象公簿

役場町民課

資産税係

４/１から
５/３１まで

本人の場合
・本人の認印

代理人の場合
・所有者の認印または委
任状と代理人の認印

借地人、借家人の場合
・賃貸借契約書等と借地
人、借家人の認印

固定資産税の納税者等
越路町の土地または
家屋の所有者

土地、家屋価格等縦覧
帳簿

縦　覧

４/１から
翌年
３/３１まで

固定資産税の納税義務者、
納税管理人、破産管財人
等、借地人、借家人

固定資産課税台帳
（土地・家屋名寄せ帳）

閲　覧

平成１６年度平成１５年度

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

価格決定

１／１賦課期日

３／３１

４／１

縦　覧

本人資産の閲覧

４／１

他人資産の閲覧

４／１

閲　覧

縦覧と閲覧の比較

縦覧と閲覧の期間と手数料

※ 納税通知書に課税明細書を添付して送付します（今年度から毎年になりました。）
資産の課税内容を確認していただくため、課税明細書を納税通知書と一体型の用紙でお

送りします。

課税明細書には、土地・家屋の所在、地番、家屋番号、面積、評価額、課税標準額等が

記載されています。

課税明細書の内容に不明な点がありましたらご連絡ください。

　町民課資産税係　電話９２－５９０７（内線１５２・１５３）

無　料

無　料 有　 料

有　 料

３/３１

３/３１

（閲覧料３００円　コピー代１枚２０円）

この期間は納税義務者が本人資産を
閲覧する場合は手数料は無料です。

固定資産税
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行政相談
期日　　３月２４日�
時間　　午前９時～午後４時
場所　　越路町役場

心配ごと相談
期日　　３月４日、１１日、１８日、２５日
　　　　（毎週火曜日）
時間　　午後１時３０分～午後４時
場所　　福祉センター

国民年金相談
期日　　３月１８日日�
時間　　午前９時～午後４時
場所　　越路町役場

長岡広域圏ガイド

今月の町内巡回バス（雪ボタル号）運休日
３月１日�、２�、８�、９�、１５�、１６�、２１�、２２�、２３�、２９�、３０�

　心温まる、善意の寄付金をいただき、心から感

謝申し上げます。

○２月１２日　来迎寺元町　佐藤　清様　３０,０００円

　指定寄付金を除く寄付金については、全額「越

路町社会福祉基金」に積み立てます。

善意をありがとうございます

　

越
路
町
で
は
こ
れ
ま
で
支
払
い

の
都
度
、
支
払
日
及
び
支
払
金
額

を
振
込
通
知
書
（
郵
送
）
で
通
知

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
諸
費
節

約
の
た
め
４
月
支
払
分
か
ら
こ
の

通
知
書
を
廃
止
致
し
ま
す
。

ご
請
求
時
等
に
支
払
日
を
連
絡
し

ま
す
の
で
ご
了
承
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

越
路
町
役
場
出
納
室

�　

―
５
９
０
８

９２

　

雪
割
草
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
栽

培
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
即
売
コ
ー

ナ
ー
、
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時

　

３
月
８
日
�
午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
４
時　

分
、
９
日
�
午
前
９

３０

時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

■
場
所

　

国
営
越
後
丘
陵
公
園　

暖
の
館

■
問
合
せ

　

越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　

�　

―
８
０
０
１

４７

　

越
路
町
に
お
い
て
、
企
業
等
が

建
物
を
新
・
増
設
し
、
雇
用
を
５

人
以
上
増
加
さ
せ
る
と
最
高
で
２

億
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
を
７
人
以
上
増
加

　

�　

―
８
０
８
０

３３

　

平
成　

年
３
月
に
県
外
の
大

１６

学
・
短
大
・
専
門
学
校
等
を
卒
業

予
定
の
学
生
を
対
象
に
、
県
内
企

業
の
人
事
担
当
者
と
の
個
別
面
接

会
や
県
職
員
・
県
警
職
員
の
採
用

説
明
会
を
東
京
で
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
開
催
期
間
中
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
個
別
就
職
相

談
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

《
県
内
企
業
面
接
会
》

　

４
月
７
日
�
午
前　

時
〜
午
後

１１

４
時

《
県
職
員
・
県
警
職
員
採
用
説
明

会
》

　

４
月
８
日
�
午
前　

時
、
午
後

１１

１
時　

分
、
午
後
３
時
の
計
３
回

３０

《
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
と
の
就
職

相
談
会
》

さ
せ
る
と
、
支
払
っ
た
電
気
料
金

の
約
半
額
が
８
年
間
に
わ
た
り
交

付
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

�
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

�　

―
５
５
６
２
―
９
７
１
４

０３

　

税
理
士
会
長
岡
支
部
で
は
、
税

金
に
関
す
る
こ
と
全
般
に
つ
い
て
、

毎
月
２
回
の
無
料
税
務
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

毎
月
第
１
、
第
３
水
曜
日
の
午

前
９
時　

分
〜
正
午

３０

■
場
所

　

関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部

事
務
局
（
長
岡
市
三
和
３
丁
目
）

■
そ
の
他

　

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部

　

４
月
７
日
�
、
８
日
�

■
会
場

　

六
本
木
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
２
階

「
出
会
い
の
フ
ロ
ア
」

■
交
通

　

地
下
鉄
南
北
線
「
六
本
木
１
丁

目
」
２
番
出
口
か
ら
徒
歩
３
分

■
問
合
せ

　

新
潟
県
産
業
労
働
部
労
政
雇
用

課
雇
用
対
策
班

�
０
２
５
―
２
８
０
―
５
２
７
０

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
２
月
号　

ペ
ー
ジ
の

１２

「
新
年
名
刺
交
換
会
・
消
防
団

出
初
式
」
の
内
容
で
次
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

�正
 

関
矢
孝
次
郎
さ
ん

�誤
 

関
谷
孝
次
郎
さ
ん

税
理
士
の
無
料
税
務
相
談

の
ご
案
内○ＮＡＭＡＲＡライブin長岡

期　日　３月１２日�午後７時開演
会　場　長岡リリックホールシアター
問合せ　�長岡市芸術文化振興財団
　　　　　　　　　　　　�２９―７７１１

○スプリング・キッズ・ステージ
期　日　３月２３日�午後２時開演
会　場　見附市文化ホールアルカディア
問合せ　見附市文化ホールアルカディア
　　　　　　　　　　　　�６３－５３２１

○とちおファミリースキー場ありがとう祭
期　日　３月８日�午前１１時～午後３時
会　場　とちおファミリースキー場
問合せ　とちおファミリースキー場�５３－２３９０
○スキー子供の日
期　日　３月８日�、１６日�
会　場　とちおファミリースキー場
問合せ　とちおファミリースキー場�５３－２３９０
○越後早春の奇祭　ほだれ祭
期　日　３月９日�午前１１時～午後２時
会　場　下来伝地区
問合せ　下来伝地元連絡所
　　　　（来慶商店）�５８－２４０２

○古志の火まつり
期　日　３月１６日�
会　場　四季の里・古志（種苧原）
問合せ　山古志村総務課企画係　�５９－２３３０
○スキー子供の日
期　日　３月１６日�
会　場　古志高原スキー場
問合せ　古志高原スキー場　�５９－３５００

企
業
等
の
新
・
増
設
に
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
い
が

た
２
０
０
４
i
n
東
京

長

岡

市

国
営
越
後
丘
陵
公
園
「
雪

割
草
ま
つ
り
０
３
」
開
催

振
込
通
知
書
の
廃
止
に
つ

い
て

 

栃　

尾　

市 

 

見

附

市

山

古

志

村
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ゆ
る
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

■
対
象

　

生
計
中
心
者
の
失
業
に
よ
り
生

計
の
維
持
が
困
難
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
世
帯

■
貸
付
限
度
額　

月
額　

万
円

２０

■
貸
付
期
間　
　

月
以
内

１２

■
利
率　

年
３
パ
ー
セ
ン
ト

■
保
証
人　

原
則
と
し
て
１
名

（
今
ま
で
は
原
則
２
名
）

■
償
還
期
限

　

据
置
期
間
経
過
後
７
年
以
内

（
今
ま
で
は
５
年
以
内
）

■
問
合
せ

　

県
社
会
福
祉
協
議
会

�
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
２
２

　

越
路
町
社
会
福
祉
協
議
会

�　

―
４
６
５
６

９２

　

用
務
員　

１
名

■
受
験
資
格

　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

３２

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

５８者
で
、
健
康
な
者

■
受
験
申
込
み
期
間

　

３
月
３
日
�
〜
３
月
６
日
�

■
受
験
手
続
き

　

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
に
あ
る
「
受

験
申
込
書
」
に
よ
り
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
受
験
日
時

　

３
月
７
日
	
午
後
１
時　

分
３０

■
申
込
先
・
問
合
せ

　

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム

　

�　

―
２
０
３
８

７５

　

不
動
産
鑑
定
士
協
会
で
は
不
動

産
の
価
格
決
定
や
賃
貸
等
で
お
困

り
の
方
を
対
象
に
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

４
月
３
日
�
午
後
１
時
〜
午
後

４
時　

分
３０

■
会
場

　

長
岡
市
役
所
幸
町
分
室
会
議
室

　
（
そ
の
他
、新
潟
、上
越
な
ど
県
内

６
会
場
で
一
斉
に
行
っ
て
い
ま
す
。）

■
問
合
せ



新
潟
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

�
０
２
５
―
２
２
５
―
２
８
７
３

　

保
証
人
、
償
還
期
限
の
条
件
が

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
越
路
町
役
場
で
行
い
ま
す
。

　

売
買
の
ト
ラ
ブ
ル
、
金
銭
の
賃
借
、

サ
ラ
金
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠

償
、
土
地
境
界
、
相
続
な
ど
法
律
に

関
す
る
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
安
心
し
て
お
受
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

３
月　

日
�
午
後
１
時　

分
〜

２４

３０

午
後
４
時

■
場
所　

越
路
町
役
場

■
弁
護
士　

小
村　
　

隆
さ
ん

■
そ
の
他

　

時
間
の
都
合
で
相
談
者
は
６
人

ま
で
で
す
。
電
話
等
で
予
約
を
取

り
ま
す
の
で
３
月　

日
	
ま
で
に

１４

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

日
は
毎
月
実
施
の
行
政
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。
行
政
相
談
は
予

約
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

�　

―
５
９
０
１

９２

　

平
成　

年
第
１
回
議
会
定
例
会

１５

を
３
月
５
日
�
か
ら　

日
�
ま
で

１８

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
の
日
程
は
５
日
�
町
長

の
施
政
方
針
説
明
、
６
日
�
予
算

等
の
審
議
、
９
日
�
一
般
質
問
を

行
い
ま
す
。

■
日
曜
日
開
催
に
つ
い
て

　

９
日
�
に
本
会
議
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
無
線
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
不
明
な
点
は
、
役
場
議

会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
�　

―
５
９
０
９

９２

　

高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神

障
害
者
、
身
体
障
害
者
の
方
の
不

動
産
や
相
続
、
遺
言
、
贈
与
、
借

金
の
返
済
な
ど
に
関
わ
る
問
題
及

び
介
護
、
福
祉
に
関
わ
る
問
題
に

つ
き
、
司
法
書
士
及
び
社
会
福
祉

士
が
電
話
や
面
談
に
よ
る
相
談
を

お
受
け
し
、
問
題
解
決
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時

　

３
月　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
４

１５

１０

時■
相
談
会
場

　

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

■
相
談
電
話
番
号

�　

―
９
０
５
１
（
当
日
の
み
）

３７
■
そ
の
他

　

面
談
に
よ
る
相
談
は
予
約
制
で

す
。
面
談
に
よ
る
相
談
を
ご
希
望

の
方
は
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

�
０
２
５
―
２
２
８
―
１
７
２
７

■
職
種
及
び
採
用
人
員

不
動
産
無
料
相
談
会
の
ご

案
内

議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

長
岡
栃
尾
三
古
寺
泊
老
人

ホ
ー
ム
組
合
職
員
募
集

　

定
期
預
金
等
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
元
本
１
千
万
円
ま

で
と
そ
の
利
息
等
が
保
護
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
、
破

た
ん
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況
に

応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
以
降
は
、
当
座

１７

預
金
等
の
利
息
の
つ
か
な
い
預
金

が
全
額
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
預
金
保
険
制
度
、
農
漁
協

系
統
貯
金
保
険
制
度
と
も
に
同
様

の
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓
口

ま
た
は
預
金
保
険
機
構
、
農
水
産

業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
、
財

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

当
座
預
金
、普
通
預
金
、別
段
預

金
は
、
平
成　

年
３
月
末
ま
で

１７

引
き
続
き
全
額
保
護
さ
れ
ま
す

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し

ま
す

司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に

よ
る
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番

離
職
者
支
援
資
金
が
借
り

や
す
く
な
り
ま
し
た

宿直代行員募集
　越路町では、役場宿直代行員を次のとおり募

集します。

１．募集人数　　１名

２．資　　格

　・おおむね６５歳以下の人

　・普通自動車運転免許証所有者

３．勤務条件

　午後５時１５分から翌日の午前１２時までで代

行員３名による２日おき勤務

４．勤務内容

　・宿直、夜間の電話受付

　・翌日８時３０分から１２時までは庁舎内外の清掃等

５．日　　給　　９,４５０円

６．申し込み期限・方法

　平成１５年３月１７日�までに役場総務課にあ

る所定の用紙で申し込みください。

７．申し込み・問い合わせ

　越路町役場総務課　�９２－５９０１
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���������	��
～ 各種大会や教室のご案内 ～

　１０周年を迎えた「大地の会」では、昨年９月より１０年に亘る学習の成果を一枚の地図にまとめた“越
路町周辺の地学マップ”の作成を行ってきました。今回はその素図の完成を記念して、大地の成り立ち
や先人の生活を読み解く手がかりとなる、越路町とその周辺の大地の宝ものを再発見しようと思います。
　何回か野外観察会で行ったことのある場所ですが、きっとまた何か新しい発見があるでしょう。
　春の一日、新芽が芽吹く前、地層の野外観察には絶好の時期です。皆さんの参加をお待ちしています。

観察予定地の一つ　塚山農道の地層

【日　　時】　平成１５年４月６日�　１２時５０分集合　１３時出発
【集合場所】　越路町総合福祉センター
【対　　象】　どなたでも（子どもさんも大歓迎）
【募集人員】　５０名
【案　　内】　新潟第四紀グループ
【参加費用】　５００円（資料代・保険料含む）小中学生、高校生は無料
【申し込み】　４月２日�までに電話にてお申し込みください
　　　　　　　越路町教育委員会　�９２－５９１０

�������
問い合せ参加費主　催ところと　き大　会

役場企画振興課　佐藤
�　９２-５９０２

１,０００円町バレーボール協会町 民 体 育 館１６日�
第８回
ソフトバレーボール大会

☆

役場町民課　長谷川
�　９２-５９０７

３,０００円町サッカー協会
町 民 体 育 館
越 中 体 育 館

２３日�
第１２回
越路町フットサル選手権

☆

主催　「大地の会」／越路町教育委員会

平成１５年度「大地の会」　春の野外観察会

越路町周辺・大地の宝再発見ツアーのご案内越越路路町町周周辺辺・・大大地地のの宝宝再再発発見見ツツアアーーののごご案案内内

　２月１日�・２日�
１泊２日の日程で第７
回越路町スポーツ少年
団スキー研修会が開催
されました。研修会会
場になった津南町『マウンテンパーク津南ス
キー場』には幼児から大人まで８１名の参加があ
り、２日間の研修でスキー、スノーボードなど
を通して交流を深めました。

��������	

����� 　２月２３日�町民体育館を会場に第１３回町民綱引

大会が開催されました。大会には一般男子５チー
ム、男女混合２チーム、ユース２チーム、ジュニ
ア５チームの計１４チームが参加しました。
　各試合とも力と力のぶつかり合う息をのむ熱戦
が繰り広げられ、会場は熱気に包まれていました。
　各種目の結果は下記のとおりです。

��������	


準優勝優　勝種　目
ファイヤー雷神一般男子
いいづか朝日酒造男女混合
マールマンギャオスユース
飯塚Ａ嵐ジュニア
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公民館だより 　公民館は、住民のために教育、学術及び文化に関する各種の事�
業を行い、住民の教育の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生�
活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することが目的です。�

◎英会話教室（上級）
　　３月６、１３、２０、２７日�
　　　　会場：福祉センター
◎るんるん親子教室
　　３月５日�
　　　　会場：福祉センター
◎コーラス教室
　　３月５、１９日�
　　　　会場：福祉センター
◎わんぱくフラワーアレンジメント教室
　　３月１日�、２８日�
　　　　会場：福祉センター

33月月のの行行事事 こしじ共育セミナー 思春期コース 参加者募集
【時　間】午後７時３０分～９時３０分
【場　所】越路町総合福祉センター１階　会議室
【対　象】小学校高学年、中学生、高校生の子をもつ保護者、または関心のある方
【定　員】３０名
【参加費】無料
【申込み】越路町教育委員会　�９２－５９１０
【日　程】

講座内容講　　師日　程

思春期の心と行動
－今、家庭教育で最も大切なこと－

宮柊二記念館館長
（元　長岡南中学校長）
　　　平澤　憲一　氏

３月６日�

理由ある反抗
－親業のコミュニケーション法を学ぶ－

親業訓練インストラクター
　　　渡辺　裕子　氏

３月１３日�

親は自立の応援団
－受講者のみなさんと意見交換
　話してみませんか、思ったことを－

新潟県女性財団企画運営委員
新潟市内中学校相談員
　　　小田　雅子　氏

３月２０日�
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　　　　　　　　福祉センターを主会場に、５月の
開講式から１１月の閉講式まで全１２回、午前は講演、
午後はクラブ活動を中心に行われます。また、視察
研修や一日クラブ活動の日もあります。
　中央学習会につきましては、３月中に各地区の老
人クラブの会長さんを通じて参加者の取りまとめを
いたします。また、老人クラブの会員以外の方で、
受講を希望される方は、教育委員会社会教育係（�
９２－５９１０）までお問い合わせください。
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　　　　　　　　町内１６会場で６月より順次開催し、
講演と交通安全教室等を予定しております。お申し
込み不要でどなたでも参加できます。なお、各地区
の日程は広報等でお知らせいたします。

　中央学習会、出張学習会とも、多数の皆様の参加
をお待ち申し上げております。

出張学習会中央学習会

書道　　茶道　華道　　俳句　焼き物
絵画　　盆栽　大正琴　ゲートボール
手芸　　囲碁・将棋　　ふるさとの歴史

中央学習会のプログラム H１４中央学習会

クラブ活動

昨年の３０周年記念
講演では大倉修吾
さんから楽しいお
話をしていただき
ました。

「茶道クラブ」の
様子。

［午　前］全体学習会
　　○懐かしのメロディー

アコーディオンの演奏に合わせて全員で
歌います。

　　○講演会
家庭生活・社会生活・時事・健康等につ
いて専門講師による講演

［午　後］クラブ活動
自分の趣味や生きがいを見い出し、仲間
づくりをするクラブ：全１２クラブ


